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軌道面傾斜（i） 昇交黒横脛（Ω） 1近購難（・） 1質 量（］ll）
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第二表　　未知遊星の軌道要素表
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　　　　　　　　　　　　三論氏の論文について
　所謂ボ1デの法則とv・ふのは，Johann　KeplerのMysterium　cosmoq．　raphicum（1596）
に端を白し，Christian　WoIfを経て，∫ohann　Daniel　TitiusのContemplation　de　Ia　nature
（1766）の中に形が幽江上y，」・hann　Elert　Bodeが第十八世紀末に之れをやかましく論
じて，途に天王星や小遊星や海王星の装見を導くに至ったものであるが，海王星の牛長
生が此の減則に少くし合はないことが知れて以來，學界からは多少信用を失った・しか
し，西洋でもアマチュアの中にはやはり此の法則に興味を持ち，いろいろと多方面に研
究を進めて居る人が多くある．一種の鍛墨遊戯とも言ひ得る・しかし，事實はあくまでも
事實で，各遁星の卒均距離が一定の藪列と併行することが，決して偶然でな）・として見
れば，何時かは此の謎の意味が解ける日が眠る筈であるし，術ほ，三輪氏が，軍に距離
だけでなしに，殆んで総ての軌道要素にわたって，（質量：までも），一定の籔式を登見さ
れたことは尺なる功績である．專問家と言ふものは，知らず知らずの内に，とかく長V・
王統の穀に閉ぢこもって，自由な見地を見出しにくいものであるから，一般のアマチュ
アの中から天汁的な自由人が現はれて，專門家の見忘れてみる所を注意し，鞭達されん
ことが望まし）・・百鯨年の昔，ロンドン市の郊外に軒をならべながら，グリニチ天文奎
は傳統を守りつ凶ちハ1シェルは新天文學を開拓し進んだことなど，全くアマチュア
のために氣を吐くものである・一三）・うちに西洋一発に於いて，遊星の諸要素の間に
鍛列關係を研究した入国の文献総覧といったやうなものを誌上に載せるつもりである・
見やうによっては，わが太陽系の生成論理，最も重要な問題であるが，其れが殆んど庭
女地のまX，天日に曝されてみる有様である・もっと研究が進められたい．（編輯）
